
■ 第23回障がい者制度改 革推 進会議（2010年11月１日） 【議事要 録】
だい かいしよう しやせいどかいかくすいしんかいぎ ねん がつ にち ぎ じ ようろく

議事 障 害 者基本法の改 正について
ぎ じ しようがいしやきほんほう かいせい

○（ 東 室 長）前 回の会議で、これまで議論されなかった分野は何かを議論した。家庭
ひがししつちよう ぜんかい かいぎ ぎろん ぶんや なに ぎろん かてい

生 活に関する権利は権利条 約に規定があるが、議論はなかった。災 害対 策、避難体 制、
せいかつ かん けんり けんりじようやく きてい ぎろん さいがいたいさく ひなんたいせい

被害回 復の問 題、また、福祉用具・機器、盲 導 犬、聴 導 犬については、議論をしていない。
ひがいかいふく もんだい ふくしようぐ き き もうどうけん ちようどうけん ぎろん

権利条 約14 条 「身 体の自由及び安 全」、15 条 「拷 問等」、16 条 「搾 取・暴 力・
けんりじようやく じよう しんたい じゆうおよ あんぜん じよう ごうもんとう じよう さくしゆ ぼうりよく

虐 待」、17 条 「個人のインテグリティ、強 制収 容や虐 待」については議論したが、ま
ぎやくたい じよう こじん きようせいしゆうよう ぎやくたい ぎろん

とまった 形 ではない。権利擁護、アドボカシーについては、成 年後 見の中で欠 格事由にな
かたち けんりようご せいねんこうけん なか けつかくじゆう

っているという議論はあったが、正 面からの議論はない。教 科 書や教 材へのアクセスの
ぎろん しようめん ぎろん きようかしよ きようざい

問 題は委員から文 書が出たが、議論はしていない。
もんだい いいん ぶんしよ で ぎろん

国 際協 力
こくさいきようりよく

○（事務局）「規定ぶりイメージ」は、これまでの議論を踏まえ、整理したものである。政府の調 整
じむきよく きてい ぎろん ふ せいり せいふ ちようせい

は経ていない。国 際協 力は、総 則部分の国 際 的協 調と同様に、男 女共 同参 画の規定
へ こくさいきようりよく そうそくぶぶん こくさいてききようちよう どうよう だんじよきようどうさんかく きてい

を参 考にして新 設した。目 的が適 当か、また相互協 力の具体的な内 容について精査が
さんこう しんせつ もくてき てきとう そうごきようりよく ぐたいてき ないよう せいさ

必 要になる。
ひつよう

○（発 言）規定ぶりイメージについて、具体的に説 明して欲しい。（イエローカード使用）
はつげん きてい ぐたいてき せつめい ほ しよう

○（事務局）条 文イメージと言うと、政府部内で調 整をした印 象を与えると反 省した。
じむきよく じようぶん い せいふ ぶ ない ちようせい いんしよう あた はんせい

御議論を頂いた内 容を法 文にする際に、どのような言葉遣いができるのかを検 討するスター
ごぎろん いただ ないよう ほうぶん さい ことばづか けんとう

ト地点にいる。何もないままで議論をしても進まないため、あえて条 文に類するものとして
ちてん なに ぎろん すす じようぶん るい

文 言を並べたのが今の作 業である。
もんごん なら いま さぎよう

○（発 言） 私 たちが考えているような国 際協 力と、この文 言は異なる。持てる者が持た
はつげん わたし かんが こくさいきようりよく もんごん こと も もの も

ない者に持っているものをシェアするのではない。国 際協 調と国 際協 力は異なるもの
もの も こくさいきようちよう こくさいきようりよく こと

だ。

○（発 言）新たに国 際協 力、国 際 的協 調に関する規定が設けられることは嬉しい。
はつげん あら こくさいきようりよく こくさいてききようちよう かん きてい もう うれ

「障 害 者の自立及び社 会参加の支援」の「支援」は要らない。過度に「支援」を強 調す
しようがいしや じりつおよ しやかいさんか しえん しえん い か ど しえん きようちよう

るのを避けたい。男 女共 同参 画社 会基本法と同じ文 言になっているが、「外 国政府または
さ だんじよきようどうさんかくしやかいきほんほう おな もんごん がいこくせいふ

国 際機関との情 報の交 換」しかないのは、不 十 分だ。権利条 約32 条 には、国 際 的
こくさいきかん じようほう こうかん ふじゆうぶん けんりじようやく じよう こくさいてき

及び地域的な関 係機関並びに市民社 会、特に障 害のある人の団 体が入っていることを
およ ちいきてき かんけいきかんなら しみんしやかい とくにしようがい ひと だんたい はい

踏まえるべきだ。
ふ

＜規定ぶりイメージ＞
きてい

国は、障 害 者の権利の確保並びに障 害 者の自立及び社 会参加の支援を国 際 的協 調の
くに しようがいしや けんり かくほなら しようがいしや じりつおよびしやかいさんか しえん こくさいてききようちよう

下に促 進するため、外 国政府または国 際機関との情 報の交 換その他国 際 的な相互協 力
もと そくしん がいこくせいふ こくさいきかん じようほう こうかん たこくさいてき そうごきようりよく

の円 滑な推 進を図るために必 要な施策を講ずるものとすること。（新 設）
えんかつ すいしん はか ひつよう しさく こう しんせつ



○（発 言）この規定が入ったことでどのような違いがあるのか。これまで、国 際機関等の
はつげん きてい はい ちが こくさいきかんとう

障 害 者施策に対する勧 告や改 善の要 請に応じてこなかったが、これによって応じることに
しようがいしやしさく たい かんこく かいぜん ようせい おう おう

なるのか。また、我が国に滞 在する外 国 籍の障 害 者が日本国 籍の障 害 者と同 様のサー
わ くに たいざい がいこくせき しようがいしや にほんこくせき しようがいしや どうよう

ビスが受けられる規定にすべき。民 間の障 害 者団 体等が国の支援を受けながら連 携する
う きてい みんかん しようがいしやだんたいとう くに しえん う れんけい

根 拠となる規定にするべき。
こんきよ きてい

○（発 言）外 国政府及び国 際機関との交 流、情 報の交 換は、政府間だけでなくNGOも含める
はつげん がいこくせいふおよ こくさいきかん こうりゆう じようほう こうかん せいふかん ふく

べきだ。情 報、人的な交 流も含めるべき。「相互協 力」は、国 際 的な協 力にするべ
じようほう じんてきなこうりゆう ふく そうごきようりよく こくさいてき きようりよく

き。

○（発 言）「支援」を取った方がいいという意見に反 対する。権利条 約32 条 ｂ項に、能 力
はつげん しえん と ほう いけん はんたい けんりじようやく じよう こう のうりよく

の開 発を容易にし、及び支援するとある。これが抜けるとまずい。
かいはつ ようい およ しえん ぬ

○（事務局）男 女共 同参 画社 会基本法を参 考としてこの部分の規定を書いたが、男 女
じむきよく だんじよきようどうさんかくしやかいきほんほう さんこう ぶぶん きてい か だんじよ

共 同参 画の分野で国 際協 力は必ずしも位置づけられていない。更に入れるべき点につい
きようどうさんかく ぶんや こくさいきようりよく かなら いち さら い てん

て議論して頂きたい。
ぎろん いただ

○（発 言）男 女共 同参 画では、国 際監視と在 日外 国 人についての議論はなかった。
はつげん だんじよきようどうさんかく こくさいかんし ざいにちがいこくじん ぎろん

国 際監視に関して憲 法との関 係で条 約遵 守義務があるとの議論はあったが、国 際
こくさいかんし かん けんぽう かんけい じようやくじゆんしゆ ぎ む ぎろん こくさい

協 調・協 力での議論ではなかった。国 際協 力で在 日外 国 人の権利や国 際監視を
きようちよう きようりよく ぎろん こくさいきようりよく ざいにちがいこくじん けんり こくさいかんし

盛り込むのは、無理があるので、別 項を立てるべきだ。
も こ む り べつこう た

○（発 言）項 目の見出しは、国 際協 力になっているが、内 容は国 際 的協 調の施策に
はつげん こうもく み だ こくさいきようりよく ないよう こくさいてききようちよう しさく

なっている。権利条 約第32 条 国 際協 力という点から、総 則、各 則ともに見直す必 要
けんりじようやくだい じようこくさいきようりよく てん そうそく かくのり みなお ひつよう

がある。

○（発 言）国 際協 力は、情 報の交 換だけではなくて、経 験、訓 練、研 修、技 術 的、
はつげん こくさいきようりよく じようほう こうかん けいけん くんれん けんしゆう ぎじゆつてき

経 済 的支援を明記した方がよい。
けいざいてきしえん めいき ほう

○（発 言）国 際協 調は相互主義という考え方 がある。例えば、ある国にいる日本人に対して
はつげん こくさいきようちよう そうごしゆぎ かんが かた たと くに にほんじん たい

その国 民と同 様のサービスを提 供している場合は、その国の人にも日本では日本人と同 様
こくみん どうよう ていきよう ばあい くに ひと にほん にほんじん どうよう

のサービスを提 供するもの。これを相互協 力とするならば、外 国 籍の人へのサービスを
ていきよう そうごきようりよく がいこくせき ひと

意識しなければならない。権利条 約は二段 階でモニタリングをする。国 連でモニタリングを
いしき けんりじようやく に だんかい こくれん

するが、各締約国にもモニタリングを義務づける。締 約 国に対する国 連からの勧 告ないし
かくていやくこく ぎむ ていやくこく たい こくれん かんこく

是正指導に、どう対 応するのかをどこに規定するのか。
ぜせいしどう たいおう きてい

○（発 言）国 際協 調になると、足並みをそろえて低 水 準でいいという可能性が出てくる。
はつげん こくさいきようちよう あしな ていすいじゆん かのうせい で

国 際協 力は、この条 約の目 的及び趣旨を実 現するために行うものだから、協 調して
こくさいきようりよく じようやく もくてきおよ しゆし じつげん おこな きようちよう

仲良く低 水 準ということではない。世 界 中ほとんどの国で精 神障 害が差別されているが、
なかよ ていすいじゆん せかいじゆう くに せいしんしようがい さべつ



そこで協 調されてしまったら精 神障 害の分野の進歩はない。
きようちよう せいしんしようがい ぶんや しんぽ

○（ 東 室 長）国 連での権利条 約の審議の過程で、国 際協 力については開 発の権利を
ひがししつちよう こくれん けんりじようやく しんぎ かてい こくさいきようりよく かいはつ けんり

入れ込もうとしていた。しかし、開 発の権利を個人の権利に落し込むのは難しい。結果として、
い こ かいはつ けんり こじん けんり おと こ むずか けつか

条 約の実施とし、権利にしていない。条 約の国 際協 力の審議過程では、相互協 力と
じようやく じつし けんり じようやく こくさいきようりよく しんぎかてい そうごきようりよく

して議論していない。
ぎろん

○（発 言）権利条 約が批 准された場合に、監視が実 効 性のあるものになることを望む。
はつげん けんりじようやく ひじゆん ばあい かんし じつこうせい のぞ

○（発 言）「権利の確保」は「権利の保 障」にするべき。障 害 者が主 体 的に支援に関わるこ
はつげん けんり かくほ けんり ほしよう しようがいしや しゆたいてき しえん かか

とができるかで、施策がうまくいくかが決まる。また「国 際協 調」は「国 際協 力」とい
しさく き こくさいきようちよう こくさいきようりよく

う言葉で統 一すべき。
ことば とういつ

○（発 言）最 近インクルーシブ開 発が強 調されている。日本のＯＤＡ政 策全 体にこの観 点
はつげん さいきん かいはつ きようちよう にほん せいさくぜんたい かんてん

が反 映されるよう、書けないか。
はんえい か

選 挙
せんきよ

○（事務局）現 行の基本法には選 挙等に関する明 文の規定はないため、新 設した。第一次意見
じむきよく げんこう きほんほう せんきよとう かん めいぶん きてい しんせつ だいいち じ いけん

の選 挙情 報へのアクセス、投 票 所へのアクセスを踏まえ明文化した。今後、選 挙等
せんきよじようほう とうひようしよ ふ めいぶんか こんご せんきよとう

に関する情 報や障 害 者の特 性に配 慮した措置、必 要な体 制の整備の中身を精査する
かん じようほう しようがいしや とくせい はいりよ そ ち ひつよう たいせい せいび なかみ せいさ

必 要がある。
ひつよう

＜規定ぶりイメージ＞
きてい

国及び地方公 共団 体は、法 律の定めるところにより行われる選 挙、国 民審査又は投 票
くにおよ ちほうこうきようだんたい ほうりつ さだ おこな せんきよ こくみんしんさまた とうひよう

（以下この 条 において「選 挙等」という。）において、障 害 者が障 害 者でない者と同 等
い か じよう せんきよとう しようがいしや しようがいしや もの どうとう

に容易に投 票することができるようにするため、選 挙等に関する情 報の提 供に当たって
ようい とうひよう せんきよとう かん じようほう ていきよう あ

障 害 者の特 性に配 慮した措置を講ずるとともに、必 要な体 制の整備を図らなければならな
しようがいしや とくせい はいりよ そ ち こう ひつよう たいせい せいび はか

いこと。（新 設）
しんせつ

○（発 言）この条 文を置くことで、公 職選 挙 法の改 正が義務づけられることになるのか。
はつげん じようぶん お こうしよくせんきよほう かいせい ぎ む

「障 害 者の特 性に配 慮した措置」という言葉は気になる。誰が障 害 者の特 性に配 慮し、誰
しようがいしや とくせい はいりよ そ ち ことば き だれ しようがいしや とくせい はいりよ だれ

が内 容を決めるのか不明確な言い回しだ。
ないよう き ふめいかく い まわ

○（事務局）規定ぶりイメージと公 職選 挙 法がどう相 関するのかは、詳 細に詰めていない。
じむきよく きてい こうしよくせんきよほう そうかん しようさい つ

基本法では基本的な方 向 性を書き、理念を実 現するために必 要なら個別制度を手直しすると
きほんほう きほんてき ほうこうせい か りねん じつげん ひつよう こべつせいど て なお

いう関 係になっている。
かんけい

○（藤井議 長代理）現 行公 職選 挙 法の枠にとらわれることなく議論して良いようだ。しか
ふじいぎちようだいり げんこうこうしよくせんきよほう わく ぎろん よ

し、そう簡単ではないということも言 外にあった。
かんたんで げんがい

○（発 言）権利条 約29 条 は、政治的及び公 的活 動への参加となっている。基本法でも
はつげん けんりじようやく じよう せいじてきおよ こうてきかつどう さんか きほんほう



政治参加として幅広く規定できないか。障 害のある議員の議会活 動や政治活 動に関する規定
せいじさんか はばひろ きてい しようがい ぎいん ぎかいかつどう せいじかつどう かん きてい

も必 要だ。議会の傍 聴での情 報保 障の見直しも必 要だ。
ひつよう ぎかい ぼうちよう じようほうほしよう み なお ひつよう

○（発 言）条 約は被選挙権も取り上げている。選 挙、投 票に限 定するのではなく、
はつげん じようやく ひせんきよけん と あ せんきよ とうひよう げんてい

幅広く政治参加という書き方にできないか。「障 害 者の特 性に配 慮した措置」は避けて
はばひろ せいじさんか か かた しようがいしや とくせい はいりよ そ ち さ

欲しい。
ほ

○（藤井議 長代理）投 票や情 報に限らない政治参加とは、どういうイメージか。
ふじいぎちようだいり とうひよう じようほう かぎ せいじさんか

○（発 言）第一次意見でも議論になったが、被選挙権は入らなかった。政治に関する情 報全 般
はつげん だいいち じ いけん ぎろん ひせんきよけん はい せいじ かん じようほうぜんぱん

に広げるよう検 討できないか。
ひろ けんとう

○（発 言）知的障 害がある者にとっては、文 章が小さく書かれている箇所があり、わかり
はつげん ちてきしようがい もの ぶんしよう ちい か かしよ

づらい。ふりがなを振ってもらいたい。選 挙に行くためには、ガイドヘルパーなどの支援がな
ふ せんきよ い しえん

いと行きづらい。期日前投 票はどこに投 票に行っていいのかがわかりづらい。成 年後 見人
い きじつまえとうひよう とうひよう い せいねんこうけんにん

になると選 挙ができなくなることも含め、なんとかしたい。
せんきよ ふく

○（藤井議 長代理）これは総 務 省マターでもある。成 年後 見 人制度と選 挙 権の矛 盾をどう
ふじいぎちようだいり そうむしよう せいねんこうけんにんせいど せんきよけん むじゆん

解 決できるのか。
かいけつ

○（発 言）選 挙等について規定を設けたことは重 要な前 進だ。このような一 般 的な規定を
はつげん せんきよとう きてい もう じゆうよう ぜんしん いつぱんてき きてい

設けることで関 係法規の改 正を促すという役 割を果たすこと、また改 正を待たなくてもでき
もう かんけいほうき かいせい うなが やくわり は かいせい ま

る施策があるだろう。「選 挙のお知らせ」という点字の広 報が来るが、選 挙公 報そのものでは
しさく せんきよ し てんじ こうほう く せんきよこうほう

ないので視覚障 害 者には選 挙公 報は保 障されていないことになる。
しかくしようがいしや せんきよこうほう ほしよう

○（発 言）第一次意見で、成 年後 見 人の選 挙 権に関する欠 格条 項は人 権侵 害の側 面が
はつげん だいいち じ いけん せいねんこうけんにん せんきよけん かん けつかくじようこう じんけんしんがい そくめん

強いことから、廃止も含めその在り方を検 討するとなっている。基本法にそれがわかる書きぶ
つよ はいし ふく あ かた けんとう きほんほう か

りが必 要だ。欠 格条 項との関 係では公 職に就くことや、団 体の理事や役 職に就くこと
ひつよう けつかくじようこう かんけい こうしよく つ だんたい り じ やくしよく つ

も制 限を受けている。幅広い政治参加及び公 的活 動が読み取れるような書きぶりにできない
せいげん う はばひろ せいじさんかおよ こうてきかつどう よ と か

か。少なくとも選 挙 権、被選挙権が含むように書けないか。
すく せんきよけん ひせんきよけん ふく か

○（発 言）ここで大きいのは選 挙 権、被選挙権と成 年後 見制度だ。民 法改 正も視野に入れ、
はつげん おお せんきよけん ひせんきよけん せいねんこうけんせいど みんぽうかいせい し や い

改 正が必 要という方 向 性を出すくらいの書きぶりは欲しい。
かいせい ひつよう ほうこうせい だ か ほ

○（藤井議 長代理）大事な論 点が出され、事務局の宿 題になった。
ふじいぎちようだいり だいじ ろんてん だ じむきよく しゆくだい

公 共 的施設のバリアフリー化
こうきようてきしせつ か

＜規定ぶりイメージ＞
きてい

３ 国及び地方公 共団 体は、前二項の規定により行われる公 共 的施設の構 造及び設備の
こくおよ ちほうこうきようだんたい ぜんにこう きてい おこな こうきようてきしせつ こうぞうおよ せつび

整備等が、地域間における整備等の水 準に格差が 生 ずることなく、総 合 的かつ計画 的
せいびとう ちいきかん せいびとう すいじゆん かくさ しよう そうごうてき けいかくてき



○（事務局）現 行の基本法第18 条 をベースに、第一次意見の地域間格差の問 題、合理的配 慮
じむきよく げんこう きほんほうだい じよう だいいち じ いけん ちいきかんかくさ もんだい ごうりてきはいりよ

の実施を追加する 形 にした。
じつし ついか かたち

○（発 言）総 則に合理的配 慮という規定があるが、各 則にも入れるのか。移動する権利を保 障
はつげん そうそく ごうりてきはいりよ きてい かくそく い いどう けんり ほしよう

するという規定を入れなければいけない。事 業 者の合理的配 慮規定がないが、国及び地方
きてい い じぎようしや ごうりてきはいりよきてい くにおよ ちほう

公 共団 体に含まれるのか。ホームドア、可動式ホーム柵を要 求してきたが、その取 組が
こうきようだんたい ふく かどうしき さく ようきゆう とりくみ

読み込める規定にして欲しい。
よ こ きてい ほ

○（発 言）現 行の規定で、「自ら設置する公 官 庁施設」があるが「自ら設置する」は要らな
はつげん げんこう きてい みずか せつち こうかんちようしせつ みずか せつち い

い。国、地方公 共団 体の合理的配 慮を書き、事 業 者について書かないのは論理が 逆 だ。
くに ちほうこうきようだんたい ごうりてきはいりよ か じぎようしや か ろんり ぎやく

実 質 的という言葉は、実 質 的に何をするのか詰まっていないため疑問を感じる。国、地方
じつしつてき ことば じつしつてき なに つ ぎもん かん くに ちほう

公 共団 体に合理的配 慮を持ち込む場合は制 限 的にするべき。それ以前にスタンダードミニ
こうきようだんたい ごうりてきはいりよ も こ ばあい せいげんてき いぜん

マムをおさえるべき。

○（発 言）「合理的な変 更又は調 整」という文 言では、一 般に理解を広めるのが難しい。
はつげん ごうりてき へんこうまた ちようせい もんごん いつぱん りかい ひろ むずか

合理的配 慮という言葉で全 体を統 一した方が、理解が進む。バリアフリーと、アクセシビリ
ごうりてきはいりよ ことば ぜんたい とういつ ほう りかい すす

ティ及び合理的配 慮と二段構えにする方が強 化できる。バリアフリーは物理的な内 容のイメ
およ ごうりてきはいりよ にだんがま ほう きようか ぶつりてき ないよう

ージが強いため、情 報 面もイメージできる書き方にするべき。
つよ じようほうめん か かた

○（藤井議 長代理）スタンダードミニマムという観 点から考えると、ユニバーサルデザインと
ふじいぎちようだいり かんてん かんが

いう観 点も更に付加する必 要はないか。
かんてん さら ふ か ひつよう

○（発 言）ユニバーサルデザインとバリアフリー、アクセシビリティを分けていくというのは
はつげん わ

なかなか難しい作 業。万 人が使えること、それに加えて個人への合理的配 慮を加え、漏れが
むずか さぎよう ばんにん つか くわ こじん ごうりてきはいりよ くわ も れ

ないようにするべきだろう。

○（発 言）施設の構 造及び設備の整備という場合、ソフト面、情 報アクセスは入らない。情 報
はつげん しせつ こうぞうおよ せつび せいび ばあい めん じようほう はい じようほう

のアクセシビリティを含む文 言にした方が良い。補助犬にはリハビリ的、心理的な支援の役 割
ふく もんごん ほう よ ほじよけん てき しんりてき しえん やくわり

もある。身 体障 害 者に限 定する補助犬ではなく、障 害 者補助犬に変える検 討をするべき。
しんたいしようがいしや げんてい ほじよけん しようがいしやほじよけん か けんとう

○（発 言）国 交 省で交 通基本法の改 正 案を準 備していると聞く。交 通分野での移動権が
はつげん こつこうしよう こうつうきほんほう かいせいあん じゆんび き こうつうぶんや いどうけん

焦 点になっている。基本法でも移動権が明記される必 要があるのではないか。地域格差を是正
しようてん きほんほう いどうけん めいき ひつよう ちいきかくさ ぜせい

するのは重 要だが、切れ目のない移動をどう確保していくのかを読み取れるような書きぶりが
じゆうよう き め いどう かくほ よ と か

要るのではないか。
い

に推 進されるようにするため、必 要な施策を講じなければならないこと。
すいしん ひつよう しさく こう

５ 国及び地方公 共団 体は、障 害 者が障 害 者でない者と実 質 的に同 等に容易に
くにおよ ちほうこうきようだんたい しようがいしや しようがいしや もの じつしつてき どうとう ようい

官 公 庁施設、交 通施設その他の公 共 的施設を利用できるよう、個々の場合に必 要とな
かんこうちようしせつ こうつうしせつ た こうきようてきしせつ りよう こ こ ばあい ひつよう

る合理的な変 更又は調 整が実施されることを確保するために必 要な施策を講じなければ
ごうりてき へんこうまた ちようせい じつし かくほ ひつよう しさく こうじ

ならないこと。 （現 行 法第18 条 関 係）
げんこうほうだい じようかんけい



○（発 言）アメリカのＡＤＡも同じだったが、バリアフリーはすべての市民が共 通な論 点で、
はつげん おな しみん きようつう ろんてん

一 緒にやれるテーマだ。５項の「障 害 者が障 害でない者と実 質 的に同 等に容易に」は、
いつしよ こう しようがいしや しようがい もの じつしつてき どうとう ようい

「障 害 者が差別されることなく」という表 現に統 一するべきだ。国及び地方公 共団 体
しようがいしや さべつ ひようげん とういつ くにおよ ちほうこうきようだんたい

だけではなく、公 共 的施設を設置する事 業 者を含む表 現にし、合理的配 慮義務を課すべ
こうきようてきしせつ せつち じぎようしや ふく ひようげん ごうりてきはいりよ ぎ む か

きだ。しかし、合理的配 慮の義務とバリアフリー対 応が混 乱しないようにする必 要がある。
ごうりてきはいりよ ぎ む たいおう こんらん ひつよう

○（発 言）駅の階 段やエレベーターの付近に、何 番 線はどういう駅に行くのか、一 覧 表が
はつげん えき かいだん ふきん なんばんせん えき い いちらんひよう

欲しい。もう一つ。建 物利用、交 通アクセスは22年度内を目途に方 策を立てることになって
ほ ひと たてものりよう こうつう ねんどない め ど ほうさく た

いるが、できるだけ進めて欲しい。地方だと無人駅で、ホームがあって階 段だけという駅はた
すす ほ ちほう むじんえき かいだん えき

くさんある。基 準の利用者数に満たないから放っておける問 題ではない。
きじゆん りようしやすう み ほお もんだい

○（発 言）気になるのは基本理念と各 則との関 係だ。基本法は権利章 典として、障 害の
はつげん き きほんりねん かくそく かんけい きほんほう けんりしようてん しようがい

ある人がどういう権利を持っているのかを、一つひとつきちんと確 認するべきであると大 方の
ひと けんり も ひとつ かくにん おおかた

一致をみた。どういう権利を持っているのかという内 容が最 初に確 認され、各施策に入ると
いつち けんり も ないよう さいしよ かくにん かくしさく はい

いう形 式がとられるべきだ。しかし現 行の基本法はそのようなものではないので、抵 抗が
けいしき げんこう きほんほう ていこう

大きいのならば、 逆 に基本理念で細かく権利を確 定するべき。もう一つは、事 業 主にも
おお ぎやく きほんりねん こま けんり かくてい ひと じぎようぬし

合理的配 慮が規定されるべきだ。バリアフリーには合理的配 慮が入り、政治的権利、投 票 権
ごうりてきはいりよ きてい ごうりてきはいりよ はい せいじてきけんり とうひようけん

のところにはないので統 一するべき。
とういつ

○（発 言）権利条 約は、移動の自由と居 所を選 択する自由まで謳われている。公 共 的施設
はつげん けんりじようやく いどう じゆう いどころ せんたく じゆう うた こうきようてきしせつ

のバリアフリー化というのは狭過ぎる。
か せます

○（発 言）５項 目は、合理的配 慮が実施されることを確保するために必 要な施策を国や
はつげん こうもく ごうりてきはいりよ じつし かくほ ひつよう しさく くに

地方公 共団 体が講じなければならないということで、国又は地方公 共団 体の合理的配 慮
ちほうこうきようだんたい こう くにまた ちほうこうきようだんたい ごうりてきはいりよ

義務を書いているのではない。このような技 術 的、財 政 的配 慮や啓 発は、教 育、情 報の
ぎ む か ぎじゆつてき ざいせいてきはいりよ けいはつ きよういく じようほう

保 障、医 療など、いろんなところで必 要となるため、他との整 合 性を考えるべきだろう。
ほしよう いりよう ひつよう た せいごうせい かんが

○（藤井議 長代理）権利性を各 則に設けるのか、それとも総 則に設けるのか。同じく、
ふじいぎちようだいり けんりせい かくそく もう そうそく もう おな

合理的配 慮を各 則ごとに書くのかどうするのか。更に議論をする必 要がある。
ごうりてきはいりよ かくそく か さら ぎろん ひつよう

○（事務局）規定間の調 整はまだできていない。総 則では、合理的配 慮を提 供しない場合
じむきよく きていかん ちようせい そうそく ごうりてきはいりよ ていきよう ばあい

には、それは差別に当たるとしている。それを前 提に各 則を立てた。個別に入れる必 要はな
さべつ あ ぜんてい かくそく た こべつ い ひつよう

いというのが、大 前 提になる。推 進会議では、合理的配 慮をどう提 供させていくのかとい
だいぜんてい すいしんかいぎ ごうりてきはいりよ ていきよう

うことを一次意見の中で随 分議論した。公 共 的施設は影 響が大きいため合理的配 慮の
いち じ いけん なか ずいぶんぎろん こうきようてきしせつ えいきよう おお ごうりてきはいりよ

実施を担保する条 文が必 要であるため、国や地方公 共団 体の施策を講じなければならない
じつし たんぽ じようぶん ひつよう くに ちほうこうきようだんたい しさく こう

と書いた。他の部分にも、こうした規定が必 要ということなのか、 逆 に全 体の中でどう規定
か た ぶぶん きてい ひつよう ぎやく ぜんたい なか きてい

する方がより良いかを整理する必 要がある。事業 者が合理的配 慮を提 供しないことは差別
ほう よ せいり ひつよう じぎようしや ごうりてきはいりよ ていきよう さべつ

に当たる。公 共 的施設は多くの人 々が利用し設備にバリアフリーのための費用を要するため、
あ こうきようてきしせつ おお ひとびと りよう せつび ひよう よう

国の施策と緊 密な関 係がある。そして国及び地方公 共団 体は、合理的配 慮を確保するため
くに しさく きんみつ かんけい くにおよ ちほうこうきようだんたい ごうりてきはいりよ かくほ

の施策を講じるべきとした。
しさく こう



【合 同作 業チームからの報 告】
ごうどうさぎよう ほうこく

就 労合 同作 業チーム
しゆうろうごうどうさぎよう

○（松井座 長）６回で議論をする。基本法絡みが１回半。総 合福祉法に関 連する部分の議論
まついざちよう かい ぎろん きほんほうがら かいはん そうごうふくしほう かんれん ぶぶん ぎろん

が２回。最後に障 害 者雇用促 進 法に係る議論をする。
かい さいご しようがいしやこようそくしんほう かかるぎろん

第１回目の議論で、障 害を持った人たちの働く権利を保 障すべきであることが共 通理解
だい かい め ぎろん しようがい も ひと はたら けんり ほしよう きようつうりかい

になった。福祉的就 労を総 合福祉法の中に残すべきかどうかは大きな議論だ。特に就 労
ふくしてきしゆうろう そうごうふくしほう なか のこ おお ぎろん とく しゆうろう

移行支援事 業あるいは就 労継 続支援Ａ型、Ｂ型を残さない場合に、労 働行 政の方で引き
いこうしえんじぎよう しゆうろうけいぞくしえん がた がた のこ ばあい ろうどうぎようせい ほう ひ

取ってくれるのかとなると、その確 証はない。総 合福祉法に関して、地域活 動支援センター
と かくしよう そうごうふくしほう かん ちいきかつどうしえん

や生 活介護、あるいは自立訓 練の事 業 所でも作 業をしているという実 態をどう考えるのか。
せいかつかいご じりつくんれん じぎようしよ さぎよう じつたい かんが

就 労系の事 業 所で賃 金が十 分ではない場合に賃 金補填するのか、あるいは所 得保 障す
しゆうろうけい じぎようしよ ちんぎん じゆうぶん ばあい ちんぎんほてん しよとくほしよう

るのか。最後に、労 働 法の適 用を巡り、労 働基 準 法あるいは最 低賃 金 法、社 会保険法な
さいご ろうどうほう てきよう めぐ ろうどうきじゆんほう さいていちんぎんほう しやかいほけんほう

どの議論をする。
ぎろん

○（発 言）次回までに、基本法に各 作 業チームがどのようなことを議論しているのかを出さな
はつげん じかい きほんほう かくさぎよう ぎろん だ

いといけない。それを期待してよいのか。
きたい

○（発 言）基本法の15 条 、16 条 の改 正だけに焦 点を絞れば、６回でまとめることは可能
はつげん きほんほう じよう じよう かいせい しようてん しぼ かい かのう

だろう。しかし、総 合福祉法の分野が入ってくるので、日 程は厳しい。障 害 者雇用促進 法
そうごうふくしほう ぶんや はい につてい きび しようがいしやこようそくしんほう

の議論は１回だけしかない。消 化不 良になる。
ぎろん かい しようかふりよう

○（発 言）住込みで30年間働かされてきた。分け隔てられてきたことも含めて、 私 たち
はつげん すみこ ねんかんはたら わ へだ ふく わたし

障 害 者が抗議できなかった。そのまま放っておかれている。最 低賃 金も奪われている。ジョ
しようがいしや こうぎ ほお さいていちんぎん うば

ブコーチから支援を受けて仕事をしながら、自分の思いを伝える人もいる。しかし、給 料の面
しえん う しごと じぶん おも つた ひと きゆうりよう めん

などなかなか言えない状 況もある。伝える人を増やしてほしい。
い じようきよう つた ひと ふ

○（藤井議 長代理）伝える人というのは、権利侵 害や低い賃 金にある時に、自分に代わって 話
ふじいぎちようだいり つた ひと けんりしんがい ひく ちんぎん とき じぶん か はなし

をしてくれる人。そういうイメージなのか。
ひと

○（発 言）そうなる。給 料をもらえる権利があるということも言い出せないところもある。
はつげん きゆうりよう けんり い だ

そういう人がいればうまくいく。
ひと

○（藤井議 長代理）ジョブコーチとは違った意味で、本 人の権利性を守るような人 的サポー
ふじいぎちようだいり ちが い み ほんにん けんりせい まも じんてき

ターが、労 働の場面でも要るのではないかという意見だった。
ろうどう ばめん い いけん

○（ 東 室 長）どのような内 容を基本法に盛り込むべきなのか。ここでは、一 般就 労だけ
ひがししつちよう ないよう きほんほう も こ いつぱんしゆうろう

ではなく、福祉的就 労等も念 頭に置いている。これからの就 労の方 向 性を示して欲しい
ふくしてきしゆうろうとう ねんとう お しゆうろう ほうこうせい しめ ほ

と考えている。
かんが

○（座 長）就 労では労 働の権利の保 障、福祉的就 労制度の抜 本 的改 正、労 働保護法の
ざちよう しゆうろう ろうどう けんり ほしよう ふくしてきしゆうろうせいど ばつぽんてきかいせい ろうどうほごほう



適 用の確保、多様な就 業の場の創 出及び適 切な仕事の確保、合理的配 慮及び必 要な支援
てきよう かくほ たよう しゆうぎよう ば そうしゆつおよ てきせつ しごと かくほ ごうりてきはいりよおよ ひつよう しえん

の継 続 的提 供の確保、あらゆる種 類の障 害 者への雇用義務の拡 大と雇用の質の確保、
けいぞくてきていきよう かくほ しゆるい しようがいしや こよう ぎ む かくだい こよう しつ かくほ

雇用の質の確保の中で権利擁護的な役 割を福祉雇用や一 般雇用でも設けることが必 要では
こよう しつ かくほ なか けんりようごてき やくわり ふくしこよう いつぱんこよう もう ひつよう

ないか。

○（藤井議 長代理）労 働問 題は、権利条 約27 条 や55年前のILO99号勧 告の域に達してい
ふじいぎちようだいり ろうどうもんだい けんりじようやく じよう ねんまえ ごうかんこく いき たつ

ない。

○（発 言）労 働の問 題は 柱 の１つだ。雇用の場面で、権利性をどのように確保していくの
はつげん ろうどう もんだい はしら こよう ばめん けんりせい かくほ

か。サングループ事件、札 幌３丁 目事件、大 橋製 作 所事件は、労 働監 督行 政の監 督権 限
じけん さつぽろ ちようめじけん おおはしせいさくしよじけん ろうどうかんとくぎようせい かんとくけんげん

の行使も及ばなかったことが問 題だった。２点目に、福祉就 労をやめることはかけ声として
こうし およ もんだい てん め ふくししゆうろう ごえ

は一致していが、何を意味するかの議論は一致しない。授 産 所を廃止してもいいのか、福祉
いつち なに い み ぎろん いつち じゆさんじよ はいし ふくし

就 労をなくすことが何を意味するのかという議論が、これから始まる。３点目は、自営によ
しゆうろう なに い み ぎろん はじ てん め じえい

る社 会参加、社 会貢 献あるいは自己実 現を位置づける必 要がある。
しやかいさんか しやかいこうけん じ こ じつげん いち ひつよう

医 療合 同作 業チーム
いりようごうどうさぎよう

○（堂 本座 長）合 同作 業チームは、前 半は精 神医 療について、後 半はそれ以外の医 療、
どうもとざちよう ごうどうさぎよう ぜんはん せいしんいりよう こうはん いがい いりよう

リハビリの問 題に分かれている。精 神医 療について病 院関 係 者、当事者が政 策 面で
もんだい わ せいしんいりよう びよういんかんけいしや とうじしや せいさくめん

話し合ったことは、一度もなかった。最 初に当事者から発せられた質 問は、障 害と疾 病の
はな あ いちど さいしよ とうじしや はつ しつもん しようがい しつぺい

関 係をどう考えるかだった。精 神障 害は他の障 害と違い、疾 病の部分が慢性化する。ど
かんけい かんが せいしんしようがい た しようがい ちが しつぺい ぶぶん まんせいか

こで障 害と区切るのか。これまで医 療モデルに重 点が置かれてきたが、福祉、人 権の視点
しようがい く ぎ いりよう じゆうてん お ふくし じんけん してん

から考える場合に病 院と当事者とでは見 解が違うということから始まった。まず社 会 的
かんが ばあい びよういん とうじしや けんかい ちが はじ しやかいてき

入 院の解 消、自立した生 活及び地域社 会へのインクルージョンのための施策の根 拠とな
にゆういん かいしよう じりつ せいかつおよ ちいきしやかい しさく こんきよ

る規定を設けること。２つ目は、精 神障 害 者の自己決 定 権を尊 重するとともに家族の負担
きてい もう め せいしんしようがいしや じ こ けつていけん そんちよう かぞく ふたん

を軽 減するためには、医 療保護入 院の同意を含む保護者制度を見直し、地方公 共団 体
けいげん いりよう ほ ご にゆういん どうい ふく ほごしやせいど み なお ちほうこうきようだんたい

その他の公 的な機関が責 任を負う制度に改めることが必 要ではないか。医 療モデルだけから
た こうてき きかん せきにん お せいど あらた ひつよう いりよう

の判 断ではなく人 権の視点を入れるべきで、基本法にはこの施策の根 拠となる規定を設ける
はんだん じんけん してん い きほんほう しさく こんきよ きてい もう

べきだ。３つ目は強 制入 院等の人 権制 約がやむを得ず行われる場合に適 正手 続を保 障
め きようせいにゆういんとう じんけんせいやく え おこな ばあい てきせいてつづき ほしよう

するための規定を設けること。精 神病 院への入 院並びに退 院、施設の入 所は、本 人の
きてい もう せいしんびよういん にゆういんなら たいいん しせつ にゆうしよ ほんにん

自由な意思に基づいて行われることが原 則となる。
じゆう い し もと おこな げんそく

○（発 言）第一次意見にある医 療観 察法での患 者とドクターとの関 係も議論になる。
はつげん だいいち じ いけん いりようかんさつほう かんじや かんけい ぎろん

○（発 言）保護者制度を解 消するための手立てをしたい。ここで精神科医 療を改 正しない
はつげん ほごしやせいど かいしよう て だ せいしんかいりよう かいせい

ことには、同じような保護と収 容の生 活が続くことになる。
おな ほ ご しゆうよう せいかつ つづ

○（藤井議 長代理）今、進められている改 革ビジョンは６年目に入ったが、社 会 的入 院の
ふじいぎちようだいり いま すす かいかく ねん め はい しやかいてきにゆういん

７万２千人は減らない。どうすれば一歩踏み込むことができるか。
ひと へ いち ぽ ふ こ

○（発 言）精 神保健福祉法を解 体しなければいけない。保護者制度で 私 たちは大 変差別さ
はつげん せいしんほけんふくしほう かいたい ほごしやせいど わたし たいへんさべつ



れている。当事者家族の差別法である。この文 言を基本法に入れないと解 決の目途がつかない。
とうじしやかぞく さべつほう もんごん きほんほう い かいけつ め ど

○（発 言）前 回の会議で、任意入 院は保護入 院の補完だという意見があった。任意入 院
はつげん ぜんかい かいぎ にんいにゆういん ほ ご にゆういん ほかん いけん にんいにゆういん

は当事者と医 療の側の契 約とはみなされない。保護入 院は保護者と病 院との民事契 約に
とうじしや いりよう がわ けいやく ほ ご にゆういん ほごしや びよういん みんじけいやく

なる。

障 害 児支援合 同作 業チーム
しようがいじしえんごうどうさぎよう

○（大 谷座 長）基本法に盛り込むべきことをたたき台として示し、議論をした。まず、障 害
おおたにざちよう きほんほう も こ だい しめ ぎろん しようがい

のある子どもも一人の子どもとして、社 会や家族の構 成 員として尊 重されるべきという意見
こ ひとり こ しやかい かぞく こうせいいん そんちよう いけん

があった。その上で、障 害のある子、特に乳 幼 児にとって 命 、生 存が保 障されることは
うえ しようがい こ とく にゆうようじ いのち せいぞん ほしよう

非 常に大きな意味があるという意見があった。一人の子どもとして尊 重されるということは、
ひじよう おお い み いけん ひとり こ そんちよう

障 害のない子の権利が全部保 障されることになる。最 善の利益が考 慮されるということは、
しようがい こ けんり ぜんぶほしよう さいぜん りえき こうりよ

子どもの権利条 約以降、揺るぎないところだ。意見表 明権はまだ明文化されていない。
こ けんりじようやくいこう ゆ いけんひようめいけん めいぶんか

障 害 児は様 々な措置、判 定、判 断が必 要なので一人ひとりの意見を聞く必 要がある。意見
しようがいじ さまざま そ ち はんてい はんだん ひつよう ひとり いけん き ひつよう いけん

には確 定 的な意見だけではなく、感 情、意思、感 想など広い概 念も含めるべきだ。早期発 見
かくていてき いけん かんじよう い し かんそう ひろ がいねん ふく そうきはつけん

と早期支援、早期療 育に関しても異論はなかった。施設や入 院等の場所でしか養 育ができ
そうきしえん そうきりよういく かん いろん しせつ にゆういんとう ばしよ よういく

ない場合でも、権利条 約を踏まえて、小規模で家庭的な雰囲気が保 障されるよう早期支援を
ばあい けんりじようやく ふ しようきぼ かていてき ふんいき ほしよう そうきしえん

するべきという意見でまとまった。
いけん

○（発 言）最 近のニュースで、重 症障 害 児を親が抱え込み、相 談する場所もわからない
はつげん さいきん じゆうしようしようがいじ おや かか こ そうだん ばしよ

とあった。相 談をしながら育てなければ、親も限 界となり最 終 的には入 所施設に入れる
そうだん そだ おや げんかい さいしゆうてき にゆうしよしせつ い

しかない。最 低でも親への保 障、生 活 面での保 障、ヘルパーを増やすなどが必 要だ。
さいてい おや ほしよう せいかつめん ほしよう ふ ひつよう

○（発 言）子どもは言語環 境、コミュニケーション環 境が整備されて初めて自分の意思を
はつげん こ げんごかんきよう かんきよう せいび はじ じぶん い し

表 明できる。環 境をどのように整備するかが課題だ。早期支援という言葉には、すべてのあ
ひようめい かんきよう せいび かだい そうきしえん ことば

らゆる面でのサポートという考え方 が含まれるため、適 当だと思う。
めん かんが かた ふく てきとう おも

○（発 言）家族の養 育を受けている場合でも直 接支援は必 要だ。就 学支援は学 校だけで
はつげん かぞく よういく う ばあい ちよくせつしえん ひつよう しゆうがくしえん がつこう

よいのか、それとも福祉の分野で支えるべきなのか。
ふくし ぶんや ささ

○（発 言）生 活支援行為としての医 療 的ケアや、通 勤や通 学等におけるシームレスな支援
はつげん せいかつしえんこうい いりようてき つうきん つうがくとう しえん

をどう確保するかを作 業チームで検 討している。学 校での医 療 的ケアの確保について
かくほ さぎよう けんとう がつこう いりようてき かくほ

関 係 者からのヒアリングを準 備している。関 連資 料を障 害 児支援と医 療の作 業チームに
かんけいしや じゆんび かんれんしりよう しようがいじしえん いりよう さぎよう

も提 供したい。
ていきよう

○（発 言）現 在内閣府では子ども・子育て新システムの検 討の中で、幼保一体化ワーキング
はつげん げんざいないかくふ こ こそだてしん けんとう なか ようほいつたいか

チームが始まっている。この中で、障 害のある子どもたちについても有 効に機能するように
はじ なか しようがい こ ゆうこう きのう

検 討するべきという意見が出ている。基本的人 権の保 障を考える際に、理念と具体的な教 育
けんとう いけん で きほんてきじんけん ほしよう かんが さい りねん ぐたいてき きよういく

や児童福祉の制度を視野に入れながら整理、検 討をするのが有 効ではないか。
じどうふくし せいど し や い せいり けんとう ゆうこう



○（発 言）意見の表 明及び意見の表 明への支援について、見 解や考え方 の表 現は言語
はつげん いけん ひようめいおよ いけん ひようめい しえん けんかい かんが かた ひようげん げんご

以外にもいろいろな方 法が考えられる。「意見の表 明」とすると誤解が生じるのならば、「自分
いがい ほうほう かんが いけん ひようめい ごかい しよう じぶん

の意思を表 現する」という言い方がわかりやすい。
い し ひようげん い かた

○（発 言）地域における医 療の在り方について、アウトリーチと福祉的な訪 問サービスとの
はつげん ちいき いりよう あ かた ふくしてき ほうもん

関 係が整理されていない。作 業チームで検 討したことが本 当の改 革につながるのであれば、
かんけい せいり さぎよう けんとう ほんとう かいかく

推 進会議の意見を反 映させて欲しい。
すいしんかいぎ いけん はんえい ほ

○（藤井議 長代理）障 害のある子どもについては、学齢期は生 活支援が希薄になる。学齢期
ふじいぎちようだいり しようがい こ がくれいき せいかつしえん きはく がくれいき

から青年期への過渡期も厳しい状 況に置かれる。ライフステージの隙間がないように、検 討
せいねんき か と き きび じようきよう お すきま けんとう

してもらいたい。

【報 告事項】
ほうこくじこう

○（藤井議 長代理）差別禁止部会の開 催、わかりやすい第一次意見の作 業チームの報 告をす
ふじいぎちようだいり さべつきんしぶかい かいさい だいいち じ いけん さぎよう ほうこく

る。

○（ 東 室 長）「障がい者制度改 革推 進会議の開 催について」の５項に基づき、障 害を理由
ひがししつちよう しよう しやせいどかいかくすいしんかいぎ かいさい こう もと しようがい りゆう

とする差別の禁止に関する法 制の制 定に向けた検 討を効果的に行うために、障がい者制度
さべつ きんし かん ほうせい せいてい む けんとう こうかてき おこな しよう しやせいど

改 革推 進会議差別禁止部会を開 催する。部 会 長は構 成 員の互選により決 定する。差別
かいかくすいしんかいぎさべつきんしぶかい かいさい ぶかいちよう こうせいいん ごせん けつてい さべつ

禁止部会の議事手 続及び公 開については、障がい者制度改 革推 進会議の例による。差別
きんしぶかい ぎ じ てつづきおよ こうかい しよう しや せいどかいかくすいしんかいぎ れい さべつ

禁止部会の庶務は、関 係行 政機関の協 力を得て、内閣府政 策統 括 官（共 生社 会
きんしぶかい しよむ かんけいぎようせいきかん きようりよく え ないかくふせいさくとうかつかん きようせいしやかい

政 策担 当）において処理をする。前 各 項に定めるもののほか、差別禁止部会の運 営
せいさくたんとう しより ぜんかくこう さだ さべつ きんし ぶかい うんえい

に関する事項そのた必 要な事項は、部 会 長が定める。
かん じこう ひつよう じこう ぶかいちよう さだ

○（発 言）４番目の項 目で、庶務は内閣府政 策統 括 官において処理するとしているが、
はつげん ばん め こうもく しよむ ないかくふせいさくとうかつかん しより

障 害 者差別禁止法を国 会に政府提 案として提 案するのは法務大 臣かと思っていた。そうす
しようがいしやさべつきんしほう こつかい せいふていあん ていあん ほうむだいじん おも

ると、法 務 省に協 力してもらいつつ、進めた方がいいのではないか。
ほうむしよう きようりよく すす ほう

○（ 東 室 長）差別禁止法は、内閣府で所 管することになる。他の省 庁とも協 力関 係
ひがししつちよう さべつきんしほう ないかくふ しよかん た しようちよう きようりよくかんけい

が必 要であれば、それを求めることになる。法 務 省で人 権救 済に関わる法 案の検 討が
ひつよう もと ほうむしよう じんけんきゆうさい かか ほうあん けんとう

進められているため、法 務 省とも連 携してやらなければならない。
すす ほうむしよう れんけい

○（発 言）人 権、差別の禁止、救 済を担 当する省 庁が、障 害 者の差別の禁止について行う
はつげん じんけん さべつ きんし きゆうさい たんとう しようちよう しようがいしや さべつ きんし おこな

のが望ましい。それを踏まえると、内閣府が障 害 者差別禁止法を所 管することで問題ないの
のぞ ふ ないかくふ しようがいしやさべつきんしほう しよかん もんだい

か。

○（発 言） 私 は、法 務省が差別禁止法を所 管することに反 対する。人 権 法の制 定につい
はつげん わたし ほうむしよう さべつきんしほう しよかん はんたい じんけんほう せいてい

ても、パリ原 則との関 係から言っても、法 務 省が所 管するべきではない。独 立行 政機関
げんそく かんけい い ほうむしよう しよかん どくりつぎようせいきかん

か内閣府が所 管するべきだ。将 来 的に人 権救 済を目 的とする人 権 法が制 定された場合、
ないかくふ しよかん しようらいてき じんけんきゆうさい もくてき じんけんほう せいてい ばあい

法 務 省との議論が必 要になるとしても、所 管が法 務 省になるというのは現時点では反 対だ。
ほうむしよう ぎろん ひつよう しよかん ほうむしよう げんじてん はんたい



○（発 言）人 権共 同行 動では国 内に人 権機関をつくることと、人 権条 約の選 択議定書
はつげん じんけんきようどうこうどう こくない じんけんきかん じんけんじようやく せんたくぎていしよ

を批 准することを獲 得目 標にしている。国 内人 権機関は内閣府につくることを要 望してい
ひじゆん かくとくもくひよう こくないじんけんきかん ないかくふ ようぼう

る。権利条 約33 条 の救 済機関は国 内人 権機関の１つとなるため、法 務 省につくること
けんりじようやく じよう きゆうさいきかん こくないじんけんきかん ほうむしよう

は反 対する。
はんたい

○（発 言）基本的に内閣府だと思うが、担 当 室の負担が大きくなる。今の５名体 制で更に
はつげん きほんてき ないかくふ おも たんとうしつ ふたん おお いま めいたいせい さら

差別禁止部会も引き受けることになる。スタッフの増 員が必 要だ。
さべつきんしぶかい ひ う ぞういん ひつよう

○（藤井議 長代理）今の 話 の流れとしては、各 省 庁にまたがるものの、主に事務を担う
ふじいぎちようだいり いま はなし なが かくしようちよう おも じ む にな

のは内閣府ということになる。
ないかくふ

○（事務局）この問 題は国 会でも質 問があった。現 在の事務局の仕 事 量が過密であること
じむきよく もんだい こつかい しつもん げんざい じむきよく しごとりよう かみつ

は異論がない。周 辺にいるスタッフ含め、全 面 的に協 力しながらやっているところ。私
いろん しゆうへん ふく ぜんめんてき きようりよく わたし

どもも要 求する立場になるが、協 力し合ってやっていきたい。
ようきゆう たちば きようりよく あ

○（発 言）傍 聴 者の情 報保 障はどうなるのか。
はつげん ぼうちようしや じようほうほしよう

○（発 言）部会でも、モニターテレビで情 報保 障をするのか。
はつげん ぶかい じようほうほしよう

○（ 東 室 長）差別禁止部会の議事手 続及び公 開は、推 進会議と同じになる。
ひがししつちよう さべつきんしぶかい ぎ じ てつづきおよ こうかい すいしんかいぎ おな

○（発 言）パソコンの要 約筆記が付いて、モニターを見ることができるのか。
はつげん ようやくひつき つ み

○（ 東 室 長）今やっていることはやる。
ひがししつちよう いま

○（藤井議 長代理）わかりやすい第１次意見作 業チームからの報 告を。
ふじいぎちようだいり だい じ いけんさぎよう ほうこく

○（発 言）今日を含めて８回目で、大 体できた。後は、どのような絵をいれるのか検 討する。
はつげん きよう ふく かい め だいたい あと え けんとう

11月９日の完 成を目 標にしている。
がつ にち かんせい もくひよう

○（発 言）わかりやすい第一次意見をつくる作 業チームは、６月から作 業を始めてきた。よ
はつげん だいいち じ いけん さぎよう がつ さぎよう はじ

うやく最 終段 階になった。でき上がった後は、私 たちの経 験を伝え、第二次意見はフレッ
さいしゆうだんかい あ あと わたし けいけん つた だい に じ いけん

シュなチームで取組んで欲しい。
とりく ほ

○（藤井議 長代理）二人の委員から発 言を求められている。
ふじいぎちようだいり ふたり いいん はつげん もと

○（発 言）事務局から推 進会議のメンバーに、特 別支援学 級のモデル校見 学について
はつげん じむきよく すいしんかいぎ とくべつしえんがつきゆう こうけんがく

呼びかけがあり、これに参加したので、簡単に報 告したい。10月 28日に、推 進会議の委員6名
よ さんか かんたん ほうこく がつ にち すいしんかいぎ いいん めい

が参加した（代理1名を含む）。介助 者、事務局を含め13名で都内の区立小 学 校を訪 問した。
さんか だいり めい ふく かいじよしや じむきよく ふく めい とない くりつしようがつこう ほうもん



特 別支援学 級に在 籍している子どもたちの 机 やロッカーが通 常学 級にあった。個別
とくべつしえんがつきゆう ざいせき こ つくえ つうじようがつきゆう こべつ

支援計 画に沿って必 要な時間を通 常学 級から離れて学 習をしていた。すべての
しえんけいかく そ ひつよう じかん つうじようがつきゆう はな がくしゆう

教 職 員がすべての子どもの教 育をしており、障 害のある子どもは障 害 児専 門の教 員
きようしよくいん こ きよういく しようがい こ しようがいじせんもん きよういん

が担 当するという区別はなかった。このため子どもたちに障 害の有無による区別をさせない
たんとう くべつ こ しようがい う む くべつ

ようだった。障 害 児と障 害 児でない子どもを一 緒にしたときに親からの心 配はあったのか
しようがいじ しようがいじ こ いつしよ おや しんぱい

聞くと、当 初は色 々あったが現 在は円 滑に学 習が進んでいるとのことだった。
き とうしよ いろいろ げんざい えんかつ がくしゆう すす

○（発 言）障 害の有無に関わらず全 員が原 学 級に所 属していた。登 校も学 級単位で行っ
はつげん しようがい う む かか ぜんいん げんがつきゆう しよぞく とうこう がつきゆうたんい おこな

ている。障 害のある子とない子が共に学ぶことを、学 校全 体として配 慮していた。支援
しようがい こ こ とも まな がつこうぜんたい はいりよ しえん

教 室を見たが、支援教 室Ａ、支援教 室Ｂ、支援教 室Ｃとして、フラットな名前にし、い
きようしつ み しえんきようしつ しえんきようしつ しえんきようしつ なまえ

ろいろな子どもが支援教 室にも来られるようにしていた。インクルーシブな教 育制度は
こ しえんきようしつ こ きよういくせいど

決して理念先 行の性 急なものではないと思った。校 長によると、これは特 別なことではな
けつ りねんせんこう せいきゆう おも こうちよう とくべつ

く当たり前のことを当たり前にしているだけとのことだった。これがどこの学 校でも当たり前
あ まえ あ まえ がつこう あ まえ

の 姿 になっていくように、制度改 革を進めていきたい。
すがた せいどかいかく すす

○（発 言）「教 科 書・教 材のアクセス問 題への提 案」という資 料を出した。教 科 書バリ
はつげん きようかしよ きようざい もんだい ていあん しりよう だ きようかしよ

アフリー法が公布、施行され、点字教 科 書並びに拡 大教 科 書は実 現した。しかし、いわゆ
ほう こうふ しこう てんじきようかしよなら かくだいきようかしよ じつげん

る電子データによる教 科 書の保 障が必 要だ。これからの基本法での教 育の問 題や、個別の
でんし きようかしよ ほしよう ひつよう きほんほう きよういく もんだい こべつ

課題等、議論に反 映して欲しい。
かだいとう ぎろん はんえい ほ

以 上
いじよう


